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研究成果の概要（和文）：共感的態度は、他者の感情を理解し受容的な態度を示す、カウンセリングにおける重
要な技法の一つである。本研究では、dual-fMRIを用いて、20組の同性の初対面のペアを対象にして意見開示課
題を実施した。結果として、共感的態度と関連して、右下前頭野と右側頭頭頂結合部の機能的結合性の増強が見
られた。さらには、職業上、共感的態度を呈することを求められる医療労働者を対象に安静時fMRIを用いた実験
的検討を実施した。結果として、右前頭極と線条体の結合性が対照群と有意に異なることを確認した。これらを
まとめると、共感的態度のバイオマーカーとして前頭葉と他の領域の機能的結合性の評価が有用である可能性を
示した。

研究成果の概要（英文）：Empathic attitude is defined as understanding others’ emotional states 
leading to displaying acceptance behavior toward them, thus, is one of major technique of 
counseling. We conducted dual-fMRI experiments in which 10 same gender pair (20 participants) 
conducting opinion disclosure paradigm for investigating biomarker of empathic attitude. In the 
present study, we utilized perceived familiarity change as indirect measure of effective empathic 
attitude. As a result, we found enhanced functional connectivity between the right inferior frontal 
area and the right temporoparietal junction. Furthermore, we conducted resting state fMRI of 21 
medical employees, who were required to exhibit empathic attitude in interactions with patients. As 
a result, we found decreased functional connectivity between the right frontal pole and striatum. 
Taken together, we showed that functional connectivity from frontal regions to other brain regions 
is possible biomarker of effective empathic attitude.

研究分野：社会神経科学
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１．研究開始当初の背景 
 共感的態度は、受け手の考え方の変容にも
つながる、最も高次な社会行動の一つである。
カウンセリング場面においても、カウンセラ
ーの共感的態度は、カウンセリングを成功に
導くキーとなる技法の一つと考えられてい
る(Rogers, 1957)。ここで、共感は、他者の
感情と同様のものを生起することを通じて、
相手の感情を理解すると定義される (de 
Waal, 2008)。このように、共感は二者の相互
作用によるため、カウンセラーが共感してい
ると実感しても、それが有効な共感的態度と
なっているとは限らない。 
 この問題を解決するための手法には、熟練
者等の第三者による共感的態度の評価があ
り、我々は、これをサポートする共感的態度
の有効性の評価尺度を開発した(Anme et al., 
2013)。しかし、クライエントには個人差が
あることを踏まえると、十分な質の有効性評
価とはならないケースもありうる。よって、
共感的態度、及び、そのカウンセリングでの
有効性に関し、実験的検証による知見の積み
重ねが必要である。 
 近年、二者の相互作用において、継続的な
感情状態の主観的評価を二者に課し、その評
価の同調性から共感的態度を評価する手法
が提案されている(Zaki et al., 2008)。本研究
では、これに対して、主観的データに混入す
るノイズ(バイアス)を排除し整合性を高める
ために、二者から計測した客観的データによ
り共感的態度の有効性を評価し、カウンセリ
ング場面に繋がる効果との連関を解明する。 
 
２．研究の目的 
 カウンセラーが共感的態度をクライエン
トに示すことは、カウンセリングを成功に導
く上で非常に重要である。本研究では、この
ような共感的態度を対象として、客観的指標
から共感的態度の有効性を示すバイオマー
カーを探索することを目的とする。 
 当該バイオマーカーの探索は、共感的態度
を遂行中の二者の脳活動データ(dual-fMRI
で同時計測する)から、領域毎の脳活動データ
を抽出し、領域間、あるいは、個人間の時間
パターンの類似度評価(機能的結合性評価)を
行う。この手法を用いて、同調性が高まる脳
領域を抽出することで実施する。さらには、
有効な共感的態度を呈することができる者
を対象として実験的検討を行うことで、機能
的結合性のバイオマーカーとしての有効性
を検証する。こうした知見を得ることで、共
感的態度の有効性の評価が可能となる。さら
には、共感的態度のフィードバックを通じて、
カウンセラーの共感的態度の促進・教育が可
能となる。 
 
３．研究の方法 
非侵襲的脳機能計測手法を主に使用して実
験的研究を推進した。 
 

(1) 共感的態度、および、その影響を表象す
るバイオマーカーの探索 

 
 本実験を実施するに際し、実験室環境下
において、実験参加者の自発的な共感的態
度の惹起を可能とする実験系を構築した。
本実験を通じて、(1-1)共感的態度を表象す
る神経基盤、および、(1-2)有効な共感的態
度を表象する神経基盤の計測を目的とした。 
本実験では、dual-fMRIを用いて、20組
の同性の初対面のペアを対象にして、自ら
の意見を開示する実験課題を実施した。結
果として、聴き手側の行動データの変容か
ら共感的態度の発露があることを確認した。
さらには、SPM 12(Statistical Parametric 
Mapping)を用いた解析により、共感的態度
の発露において、楔前部の有意な活動増加
が見られた((1-1)共感的態度を表象する神
経基盤)。 
さらには、脳活動の同調性評価について
も取り組んだ。ここで、有効な共感的態度
は相手に変容を与えることを考え、共感的
態度の影響(有効性)を評価する指標として、
共感的態度を受けた実験参加者が認識する
ペアの相手との親密度に着目した。共感的
態度を表出する前後で有意に親密度が上昇
することを確認した。以降の解析では親密
度の上昇を共感的態度の影響を示す指標と
して採用した。この指標を用いて、二者の
課題中の脳活動の同調性の評価を実施した
が、有意な同調は見出すことができなかっ
た。一方で、実験前後の安静時脳活動に関
して、2 領域間の脳活動の同調性を評価す
る機能的結合性に関する評価を実施した。
なお、この解析は、SPM12 および conn 
toolbox を用いた。結果として、右下前頭
野と右側頭頭頂結合部の機能的結合性が有
意に増強した((1-2)有効な共感的態度を表
象する神経基盤)。これから共感的態度の有
効性のバイオマーカーとして前頭葉と頭
頂・側頭葉の機能的連関の重要性を示した。
なお、本実験を通じて得られた主要な結果
については論文投稿準備を完了した。 
 
(2) 共感的態度を表出する職種特異的な
（有効な共感的態度表出の）バイオマーカ
ーの抽出 
 
有効な共感的態度という観点では、親密
度の上昇と言う主観的評価に加えて、客観
的評価も重要となる。職業的要請として、
有効な共感的態度を表出すること(例：患者
に対して共感的配慮)を求められる医療労
働者を選定した。医療労働者 21名と性別・
年齢を合わせた対照群 20 名を実験参加者
とした。有効な共感的態度の表出に関わる
神経基盤の評価を目的として、両群の安静
時脳活動の計測を実施した。これらの結果
は、SPM12および conn toolboxを用いた
解析を実施した。結果として、医療労働者



において、報酬系と右内側前頭〜外側前頭
領域の間の機能的結合の減弱が見られた。
本実験を通じて得られた主要な結果につい
ては論文投稿中である。 
 
４．研究成果 
 
(1) 共感的態度、および、その影響を表象す
るバイオマーカーの探索 
 
カウンセリングにおいて重要な共感的態度、
および、その影響に関わる神経基盤を、他者
の意見の開示を受ける課題を実験参加者に
課し、その脳活動を dual-fMRI により計測す
ることで調べた。結果として、共感的態度の
発露において、楔前部の有意な活動上昇が見
られた。ここで、本課題に並行して、楔前
部の活動の意味合いの評価（機能評価）を
実施し、自己イメージの向上を通じて自尊
心の変動する機能を有することを明らかに
した(発表論文(1))。これより、共感的態度
の発露を通じて、自己イメージを向上する
という機能を有することが示唆された。 

 

 
さらには、共感的態度の影響を評価する
ことを目的とした解析を実施した。本課題
の前後で実験参加者が認識するペアの相手
への親密度に有意な変化が認められること
から、これを共感的態度の影響を示す指標
として採用した。結果として、実験前後で
の、安静時脳活動における機能的結合性
(mentalizing network を構成する要素で
ある右側頭頭頂結合部と右下前頭野の機能
的結合性)の有意な変化が認められた。すな
わち、mentalizing networkの同調性が共
感的態度の有効性を評価する指標となりう
ることを示している。 
これらの知見はカウンセリングにおいて
重要な共感的態度の発露を表象する神経基
盤を、dual-fMRIを用いた二者の社会的交
流課題において確認し、かつ、その影響(有
効性)が領野間の活動パターンの同調性と
して表象されることを示したものである。
この観点からも共感的態度、および、その
有効性を示すバイオマーカーとして脳の活
動情報が重要であることを示唆される。 
 

(2) 共感に伴う社会的行動の神経基盤の解
明 
 
職業上、共感的態度をとることを求められ
る医療労働者において、報酬系と右内側前頭
〜外側前頭領域の機能的結合の減弱を認め
た。報酬系や内側前頭〜外側前頭の脳構造変
化のもたらす意味合いを評価するために、本
実験に並行して、社会的感情の表出との連関
を評価した。結果として、社会的感情の一
つである主観的幸福感は、脳構造の差異と
して表象される (発表論文(3))ことを示し、
さらには、この社会的感情をもたらす社会
的関係(社会的感情のmodulation factor)が
報酬系の灰白質密度の差異として表象され
ること(発表論文(2))を明らかにした。これ
らの結果から、医療労働者において認めら
れる、報酬系と内側前頭〜外側前頭の機能
的結合の減弱は、社会的感情のmodulation 
factor に対する処理の変容と関連している
ことが示唆される。 

 

 
この知見は、客観的に有効な共感的態度
の表出が必要となるケースにおいては、感
情表出を制御する機能的結合性がバイオマ
ーカーとなりうることを示している。この
結果は 4(1)と同様に共感的態度は脳領野間
の機能的結合性として表象されることを示
しており、カウンセリング分野において重
要な共感的態度の神経基盤を明らかにする
ことにつながる。ひいては、カウンセラー
の共感的態度の有効性を示すフィードバッ
ク情報として、脳活動情報が利用できる可
能性を示した。 
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